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技術資料：ゲートウェイ位置に設置するメールサーバで 

特定アカウントのみ POP 受信する方法について 

前段のゲートウェイ位置に設置するメールサーバで、通常アカウントはすべて後段のメールサーバにリレ 

ーする一方、特定アカウントのみメールボックスに入れ、POP 受信させるには、次のように行います。 

[1] 後段位置に立てる通常設定の E­Post Mail Server 

（ライセンスはアカウント,エイリアスなどの総合計） （マシンの IP アドレス例…192.168.0.102） 

フォワードするゲートウェ 

イ（前段位置に立て る 

E-Post Mail Server 50user 

版）を指定する。 

チェックボックスはオフの 

まま。 

利用する運用ドメインを登 

録・アカウントを登録する 

（通常通り）
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[2] 前段のゲートウェイ位置に設置する E­Post Mail Server 

（※ライセンス数は 50user 版で OK） （マシンの IP アドレス例…192.168.0.103） 

テ ー ブ ル 編 集 で 

gateway.dat を作成。 

「全受信メール・・・」チ 

ェックボックスはオフのま 

ま。（オンにするとメールボ 

ックスにたまらない仕様） 

Gateway.dat の書式 

[運用ドメイン],[振り分けるメールサーバの IP 

アドレス],[ポート番号] 

複数行指定も可。
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参考）通常の単純な SMTP ゲートウェイのときは、ダミーアカウントだけを登録。 

参考）通常の単純な SMTP ゲートウェイのときは、最後のワイルドカード指定行のみ登録。 

サブドメイン名を登録、 

POP 受信が必要なアカウン 

トを登録する 

（サブドメイン名は外から 

の名前解決は特に必要なし 

＝入ってくればＯＫ） 

エイリアスを追加（昇順に実行されるため、指定する順番に注意） 

（エイリアス） → （実アドレス） 

先）表向きアドレス 前段のメールサーバで処理するサブドメイン付きのアドレス（必要分） 

info@test.jp → info@x.test.jp 

最後）ワイルドカード指定 ワイルドカード指定（この１行のみ） 

*@test.jp → *@test.jp

mailto:info@test.jp
mailto:info@x.test.jp
mailto:*@test.jp
mailto:*@test.jp
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前段位置のメールサーバに登録されているアカウントのメールボックスフォルダにメールデータが入る 

かどうかということと、POP3 で受信できるかを確認 

POP3 のログイン ID はサブ 

ドメイン名の付いたアカウ 

ントで。 

メールメッセージはメール 

ボックスに入る。
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後段位置の既存メールサーバにインバウンドのメールがフォワードされてきているかを確認 

POP3 のログイン ID は通常 

通り。 

メールメッセージはメール 

ボックスに入る。


